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 いよいよ今年度の栄養改善普及運動（本

号通牒欄参照）も 10 月初旬に各都道府県、

政令市を単位に全国各保健所を中心にいろ

いろな催しが展開されようとしていますが、

この運動は昭和 24 年に「皆さんの栄養習

慣」として出発してから今年でちょうど 10
年目にあたるので、今年の普及運動が新し

い出発点として企画されるよう、ここに過

去の普及運動をふりかえってみたいと思い

ます。 
 終戦直後の食糧消費の実態は、昭和 21 年

以来行われた国民栄養調査の結果が物語る

ように、5 月から 8 月へかけての消費カロ

リーの低下の防止は、輸入食糧の放出によ

る供給に負うところが大きかったとはいう

ものの十分とはいえず、ましてその食糧構

成を見るに穀類といも類が多く動物性食品

が極く少ない有様でした。つまり、穀類や

いも類は、全カロリーの実は 90％以上も占

めていたのであります。このような食物の

とり方が国民の身体の上にどんな影響をあ

たえたかはいうまでもなく可成りの欠陥の

あることは、この調査の結果が示したとこ

ろでありますが、国民が食物の質の上での

摂り方について、都道府県、保健所の栄養

士によって特に放出食糧を中心に実際の指

導を行い、また、集団給食を通じて栄養の

確保を行ったのであります。 
 しかし、昭和 24 年頃から若干ではあるが

食糧事情が好転し、次第に栄養状態も向上

してきたのでありますが、潜在性の栄養欠

陥者は相当多く見られたので、まず、物の

出廻る秋に体力の回復を考慮し、この年の

11 月 21 日から 7 日までの 1 週間を「皆さ

んの栄養習慣」として厚生省、都道府県が

唱導し、農林省、文部省、労働省の 3 省が

後援し、日本栄養士会、国民栄養協会がこ

れに協力し次のようなことが行われたので

あります。 
 地方においては、主要都市において「栄

養と食糧の展覧会」を開催して国民に栄養

と食糧についての知識と現状を理解させ、

栄養の必要性を強調したのであります。 
 当時の眼目は、輸入食糧特に玉蜀黍、脱

脂粉乳、タイ国米等についての指導と動物

性食品として鯨肉の消費指導に重点が置か

れ「街頭栄養相談所」を設け保健所勤務の

栄養士が中心となり医師、保健婦の協力を

得て乳幼児、妊産婦その他一般の保健・栄

養の相談に応じ、あわせて食物の合理的な

調理法を指導したのであります。また「栄

養食品の特配」として「療養食」を患者に

配給して栄養の補強を行ったのであります。 
 中央におきましては、昭和 24 年 8 月、全

国に呼びかけ栄養掛図、幻燈シナリオの懸

賞募集を行い、栄養指導教材の配布を行っ

たのであります。更に、この週間中東京に

おいて「栄養の講演と映画の集い」（11 月

25 日読売ホール）、「主婦と生活の夕」「病

院給食講演会」（11 月 26 日共立講堂と日本

大学講堂）、「栄養士誕生 25 週年記念大会」

（11 月 27 日慶応北里講堂）をそれぞれ催

したのであります。 
 このようにして盛り沢山の行事が全国至

るところで展開され、その成果は、これを

担当された多くの人たちの労以上に国民の

間に浸透し、喜びとなってふりかえって来

たのであります。 
 しかし、4 年間の国民栄養調査の成績に

よると良質たんぱく質、無機質、特にカル

シウムやビタミンの不足による症候は著し

く見られるところから、昭和 25 年 4 月 1
日から 30 日までの 1 ヶ月間「たんぱく質を

とりましょう運動」を実施し、更に、7 月 1
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日から 31 日までの 1 ヶ月間を「ビタミンを

食べましょう運動」を起こし、次の普及項

目についてビタミン学会、栄養食糧学会の

援助を得て学術講演会、「労務者に対するビ

タミン投与の効果判定」等を行ったのであ

ります。 
 ◇普及項目 
①ビタミン不足による疾病 ②国民のビタ

ミン摂取状況 ③ビタミンの必要量及び食

品中のビタミン含有量 ④ビタミン含有食

品調理法 ⑤ビタミンの正しいとり方 ⑥ビ

タミンの補給（① 家庭菜園の設計指導 ②
強化食品の普及徹底） 
 
 この年は、前述 2 大運動を展開するとと

もに第 1 回の週間を反省し名称も多くの人

たちになじみやすいように「私たちの栄養

週間」として、実施時期も国民栄養調査の

実施でない 10 月 21 日から 10 月 27 日と変

え、この行事がより健全に発展することを

考慮に入れて企画されたのであります。方

法はおおむね第 1 回と同じ要領により実施

されたのでありますが、ただ中央で紙芝居

「カッ飛ばせカンチャン」を作成し全国保

健所に 1 組ずつ配布した程度しかなされな

かったのであるが、この事業を通じて国民

の食生活を改善するには法律による裏付け

が必要であるとして、この当時から「国民

栄養法」の立法が検討されたのであります。 
 昭和 26 年は、単に「栄養週間」と称して

11 月 21 日から 11 月 27 日までの 1 週間栄

養思想の啓蒙宣伝がなされたが、この年か

ら標ぼう事項（別掲標ぼう事項参照）をか

かげ、「栄養広報ノート」を全国保健所に配

布し、組織のあみを通してこの運動をひろ

うることに集中したのであります。 

 昭和 27 年は、9 月 24 日から 30 日までの

1 週間「栄養改善普及運動」と称して行わ

れ爾後この名称が用いられ今日に至ってい

るのであります。 
 この年は 7 月に「栄養改善法」が制定公

布され、これが周知に重点がおかれたので

あります。また、オリンピックがヘルシン

キで開催された年でもあり、国民の体位の

向上と健康の増進ということについては各

方面で多大の関心がもたれていたのであり

ます。そして東京においては栄養改善法の

制定を記念し、この運動にさきがけ「栄養

改善の集い」が日比谷公会堂で開催された

のであります。 
 更にこの運動期間中「栄養パン」（強化パ

ン）の指導について製造販売者に呼びかけ

栄養水準を高める気運をつくるよう啓蒙宣

伝がなされたのであります。 
 昭和 28 年から昨年までは毎年 9 月 21 日

から 9 月 27 日までの 1 週間を「栄養改善普

及運動」として栄養思想を集中的に啓蒙す

る期間としていろいろな行事が行われたの

であります。 
例えば、栄養価を表示したモデルマーケ

ットの設置、駅弁コンクールや主婦の買

物・粉食料理コンクール、モデル献立材料

の一括販売或いは主婦を 1 日台所から開放

し「主婦の日」を設けるとか、著名な方を

「1 日栄養士」として保健所、集団給食施

設をのぞかせるとか、また、栄養士自らの

技術と知識の研鑽をはかるための栄養指導

者研究発表会等々が催されたのであります。 
 また、28 年東京において「全国栄養会議」

（9 月 27 日、28 日虎ノ門共済会館）と「伸

び行く栄養展」（9 月 22 日～28 日、日本橋

高島屋）が栄養改善普及会と各府県から数
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多くの貴重な資料の提出によって盛大に行

われたのであります。 
 昭和29年7月には全国に先がけ東京都栄

養課においてキッチンカー（栄養指導車）

が建造され、栄養思想の啓蒙宣伝に職場か

ら家庭の隅々まで巡回指導したのでありま

す。この車は、この年の秋、東京において

開催の米穀委員会を記念して日比谷公園に

おいて開催された栄養展で常時実演を行い、

来日中の米国農務省の方々を始め多くの

人々の関心が寄せられたのであります。 
 更に、この年に第 1 回食生活改善協議会

が開催されました。 
 食生活改善協議会は、当時読売新聞社が

催していた新生活運動モデル地区の表彰と

昭和 28 年の栄養改善普及運動の際に実施

した栄養会議にヒントを得たもので、全国

都道府県庁や保健所において育成している

地区組織活動について「食生活改善実践者」

の体験発表と表彰を行い、これら地区の拡

大を計ろうとしたものであります。 
 そして、昭和 29 年 8 月 7 日栄養改善普及

運動の実施通牒に食生活改善コンクール実

施要領として厚生省より各都道府県に示さ

れたのであります。このコンクールは地方

における地方大会と東京における中央大会

にわかれ、地方大会は 1 保健所当り 1 人の

優秀な実踐家を選び出し、各地方の栄養改

善普及運動実施期間中に本庁において、そ

の地方の学識経験者や行政機関の職員から

構成された審査員によって審査会を開き、

厳重な審査の上 1 人を代表として知事賞を

与え、中央大会に送って頂くのであります。 
 中央大会は、昭和 29 年より今日まで東京

虎ノ門共済会館の大ホールで催し、聴衆の

前で、午前、午後にわたり 1 人 8 分、審査

員の質疑応答 2 分という規定の下に審査が

行われ採点されるのであります。 
 応募課題は、昭和 29 年の第 1 回が「食生

活改善に粉食の上手な活用について」と「家

計に活かされた食生活改善について」昭和

30 年が「わが村の食生活改善について」と

「家計に活かされた食生活改善について」、

昭和 31 年が「わが村（町、グループ）の食

生活改善について」と「家庭における食生

活改善について」の各題でありましたが、

これに関係あるものも差し支えないという

応募規定で、審査は、前者を第 1 部、後者

を第 2 部として午前と午後に分けて行われ

たのであります。ただ、昭和 32 年の第 4
回は、「食生活の改善による健康生活の確

立」という課題で、全国を愛知県を含む以

東と以西に分け、前者を第 1 部とし午前、

後者を第 2 部とし午後に分け審査を行った

のであります。 
 そして各部会より 3 名ずつ優秀な方に厚

生大臣賞が授賞され、この体験発表が今後

その地域社会に深く浸透して行くことを願

ったのであります。 
 私達の日常生活のうちで、食生活ほど永

い間の週間として、知らずに行われている

ことを殊更に検討したり、改めたりするこ

とは、いうは易いが行うことは甚だ困難を

感ずるところであります。国民の食生活の

改善といい、栄養状態の向上ということは、

それ自体がなかなか難しいものでありまし

て、これを急激に変えようとすること自体

が無理というものではありましょうが、し

かし、永年に亘るたゆまざる努力は遅々と

はいえ次第にその成果を挙げつつあること

は事実であります。そして一度獲得した習

慣は、そのまま身について離れ難いもので
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す。これがため、栄養改善の仕事は、ゆる

めることなく絶えず繰り返し、繰り返し努

力することが本来の姿でありましょう。 
 食生活改善協議会に、各府県より選抜さ

れた婦人団体や主婦の方々は「保健所の栄

養士さんの指導によってこのように食生活

の改善をしております」と豊富な体験発表

がなされていることは、栄養士の指導が国

民全般、階層の如何を問わず黙々と続けら

れている実証であります。 
 しかし、食生活の改善は理屈や天降りの

強制ではなかなか不可能でありましょう。

やはり各人の努力による体験こそ新たにそ

れを行おうとする人達を大いに刺戦するの

でその豊富な体験を発表してもらい広く一

般の人々の間に、この実行可能な実施をす

すめて行きたいというのがこの大会のねら

いであります。 
 

標ぼう事項 
昭和 26 年 
○献立をたてることを各家庭で実行しまし

ょう。 
○偏らない食習慣を、子どもに身につけさ

せましょう。 
○赤ちゃんの栄養はお母さんの栄養から。 
○食生活の封建制をとりのぞきましょう。 
○病人の栄養は、薬と同様に大切なもので

す。 
昭和 27 年 
○粉食をもっととりましょう。 
○合理的な食生活を実行しましょう。 
昭和 28 年 
○1 日 1 回粉食を。 
○もう１匙の油を。 
○利用しましょう保健所の栄養相談を。 

○つり合いのとれた栄養を。 
昭和 29 年 
○つり合いのとれた栄養を。 
○粉食をもっととりましょう。 
○食生活の合理化は献立から。 
昭和 30 年 
○健康の近道は粉食から。 
○虚弱な身体は偏食から。 
○特殊栄養食品を利用しましょう。 
○楽しい家庭は合理的な献立から。 
昭和 31 年 
○健康の近道は正しい食生活から。 
○つり合いのとれた栄養を。 
○1 日 1 回粉食を。 
昭和 32 年 
○あすの健康はよい食べ物から。 
○きょうの献立おいしい粉食（1 日 1 回粉

食を） 
○栄養の相談は保健所へ。 
○新生活は食生活の改善から（長寿は正し

い栄養から） 
 

（厚生省栄養課） 


